






セキスイパネルタンクの設計用震度は、
（社）強化プラスチック協会の「FRP水槽
耐震設計基準」および、「官庁施設の総合
耐震計画基準」〈1996年（平成8年）・国
土交通省大臣官房庁営繕部監修による〉を
遵守しています。
震災時の「水」の重要性から、水槽は重要
な設備機器として扱い、水槽本体はスロッ
シングを考慮した十分な耐力を持たせるも
のとし、また、水槽の「水」を安全かつ衛
生的に貯める貯水機能を有することを条件
としています。

水槽設計条件とは、
①中規模の地震では水槽自体の破損もなく
   貯水機能が完全に果たせること。
②大地震時地動入力を、
   　床入力加速度値:0.4G.
　　基準速度応答スペクトル値:1.5m/s
　とし、大補修なしで貯水機能を果たして
　います。

セキスイは、水槽を重要な設備機器に属する
ものとして、重要度係数（Ⅰ）の基準値を
1.0・1.5としました。
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セキスイタンクの耐震設計基準

タンクの耐震設計は、地震波の卓越振動数
（地震が持っている最も強い波の振動数）
を外す剛性設計が重要です。
ボックスフレーム構造は、阪神淡路大震災
（1995年）の教訓に基づき設計変更した
耐震補強方法です。サイドフレームと架
台・天井梁を強固に結合した高剛性を保つ
耐震構造で「長周期地震動」により発生す
る液面揺動（スロッシング現象）にも耐え
る設計となっています。

東日本大震災は、日本観測史上最大のマグ
ニチュード9.0を記録しました。しかも地震
解析で振動時間が6分間続いたことが判明
し、また、大きな余震が100回以上発生し
ています。
セキスイの大型ステンレスパネルタンクを
設置している宮城県黒川郡大和町では、最
大震度6弱を観測しましたが、設置タンクに
被害はなく確実に「水」を守りました。

東日本大震災から「水」を守った

水道本管の復旧状況 東日本大震災の水道事情

約70％
が断水

　復旧に
10日間

が約60
% 1日に必要な飲料水は…

人間ひとりが生命を維持する
ためには、最低限1日に3
リットルの飲料水が必要で
す。地震災害では公的な援助
活動がスムーズに行われるま
でに約3日かかるので援助活
動が軌道にのるまでは、自力
で飲料水を確保しなければな
りません。

4人家族で飲料水だけを確保
する場合、3日で36リットル
が必要になります。こんな
時、水槽は確実に飲料水を確
保できるので安心・安全で
す。左のグラフは、「東日本
大震災」の水道水供給再開に
要した日数をまとめたもので
す。

耐震設計のポイント

ボックスフレーム構造
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出典：（社）リビングアメニティ協会「新水槽ビジョン」より

確立した耐震技術で「水」を守る。

パネルタンク補強構造の推移
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ステーボルト方式

▲ステーボルト方式 ▲内部ブレス方式 ▲外部補強方式
　（ボックスフレーム構造）

1～2mH

内部ブレス方式

外部補強方式2.5～3mH
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セキスイは、1970年から耐震実験を繰り
返し行い、豊富なデータを蓄積してきまし
た。1995年の阪神・淡路大震災後にも耐
震実験を行ない「ボックスフレーム構造」
の有効性を確認しました。
数々の耐震実験によりパネル強度を再確認
するとともに、地震動により本体に加わる
「曲げモーメント」の処理技術を確立しま
した。東日本大震災でも、耐震技術の確か
さを実証しています。

●スロッシング現象とは…
地震時に水槽の水面が波立つ現象をいいます。
その結果、水槽の側壁上部及び天井に水圧がかかるため
に強度不足の場合、破損・破壊に至ります。

阪神・淡路大震災では、いたるところで
ライフラインが崩壊し、特に、生活水・
飲料水の確保が問題になりました。
行政では、この震災で得た教訓を活かし
て災害時の水確保の重要性やスロッシン
グ現象などを考慮し、建築物・建築設備
の耐震基準見直しが行なわれました。
セキスイは、この動きにいち早く対応し
てセキスイタンクの新耐震基準を確立し
ました。

■FRP
　基本物性値 引張り強さ

曲げ強さ
曲げ弾性率
ポアソン比
比　重
熱膨張率
吸水率

物性値項　目
88.5MPa
199.9MPa
13,807MPa
0.33
1.8
2.0×10－5/℃
0.1％

耐震実験

パネルの強度設計・解析

▲第1回耐震実験（1970年）

▲第6回耐震実験（1995.9.25～10.2）

中央大学理工学研究所平野研究室と
共同実験で耐震性能を比較評価

▲内補強方式
（ステーボルト）

▲1×1mパネル FEM解析

▲1×2mパネル FEM解析

パネルタンクを構成するそれぞれのパネル
は、豊富なデータを基にコンピュータによ
る有限要素法（Finite Element Method）
解析を駆使して設計しており、強度・耐久
性・衛生性とも十分に確保したデザインで
す。信頼性の高いパネルを、適確に管理さ
れたシステムで製造しています。

▲ 外部補強方式
（ボックスフレーム）

実験協力 ： 株式会社十川ゴム、 株式会社エヌ・ワイ・ケイ
（2020～2021年 耐震実験）
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緊急遮断弁システム 標準仕様 緊急遮断弁

銅板1.6mm　標準：電気亜鉛メッキ仕上げ

クリーム色マンセル　H25-70B（5Y7/1）

主電源=白、地震感知器作動=橙（IP65）

バルブ開閉-開：緑　閉：赤、給水ポンプ停止：赤

バッテリーの状態はLED(緑）の点灯で確認できます。

地震感知器・電源装置・バッテリー・補助リレー

自動/手動　操作・リセット・バルブ開閉（IP65）

AC100V ・200V（50/60Hz）

DC24V

DC24V

無電圧接点　ポンプインターロック×1ch（c接点）

　　　　　　外部警報　地震感知器作動×1ch（c接点）

屋内・屋外兼用　IP44　0～55℃

電子式感震器　静電容量式（3軸加速センサー）

初期設定：200gal（震度5範囲に相当する値）

　　　　　250gal・300gal

本体材質

表示（ランプ）色

主要部分

操作スイッチ

入力電源

制御回路電源

制御弁駆動電源

外部接点出力

使用環境・周囲温度

地震感知器作動方式

感知設定加速度

バッテリー
消耗限界状態

本体材料

操作方式/電源

動作（全開・全閉）

接続端

製作範囲

適用流体

呼び圧力

手動操作

制御盤

地震感知器

バッテリー装置

使用環境

仕様

項　目 設計仕様

制
御
部

駆
動
部

配
線
材

緊急遮断弁

※制御盤本体は、ご要望により材質をSUS304製に変更できます。
　また、塗装仕上げは、溶融亜鉛メッキ仕上げ、半ツヤ消仕上げも可能です。
※主要部品の交換目安は、地震感知器10年・電源装置10年・バッテリーパック10年です。
※制御盤・きんしゃ弁は水槽本体に直据付しない場合は、お客さまにて据付をお願いします。
※電気・配線工事は、お客さまにて施工をお願いします。

●弁体はステンレス製、パッキンはシリ
　コンといずれも耐久性に優れています。
●緊急遮断弁は、平常時の清掃作業では
　手動で開閉できます。

7.3
7.5
7.7
8.2
9.1
15.0
18.0

L2
252
252
252
252
252
310
310

L1
191
191
191
191
191
239
239

H1
57
64
77
94
108
125
167

H
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476
333
371.5
401.5
426.5

L
43
46
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52
56
56
60

50A
65A
80A
100A
125A
150A
200A

寸法（mm） 質量
（kg）

※取付に際しては、取出口取付範囲表を合わせてご参照ください。
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L

H
H
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開閉手動ハンドル

学校・大型イベントホール・ホテルなど、
繁忙期・閑散期の変動に合わせた貯水量の変更が簡単にできます。

水位設定で最適水量を維持するだけでなく、
水槽内の残留塩素濃度も維持し、衛生性を保ちます。

－10℃～50℃　湿度85%以下

公共建築工事標準仕様書準拠

本体：アルムニウム合金　弁体：ステンレス

シート：シリコン

電動/DC24V(50/60Hz）

地震感知器の設定加速度以上の地震発生時は全閉

制御盤手動モードで手動操作スイッチにより全開・全閉

ウェハー形（10Kフランジ接続）

50～200A（1台または2台制御）

常温水（低薄濃度塩素含有に限る）

1.0MPa（10K）

電動操作機手動ハンドルで開閉操作可能

1.2V　2500mmAh×14直列　連続停電：5時間

制御盤～駆動部
（エコケーブルの場合）

こう長：30m以内とする

CVV-1.25sq
EM-CEE1.2sq

CVV-1.6sq
EM-CE1.6sq

備考：駆動部二次動力用600V
　　　耐熱製ポリエチレンシースケーブル

備考：外部警報用など制御用
　　　耐熱製ポリエチレンシースケーブル

制御盤～警報盤など
（エコケーブルの場合）

（※雰囲気温度20℃での使用時）

●貯留水が停滞して、
水質が劣化

●設定水位を下げて、
常時フレッシュな水を
供給できる

▲コントローラー

▲水位センサー

閑散期には…

ハイブリット制御盤

※復帰作業をする前に、必ず水槽・配管系統の状態を確認してください。
※復帰時、ポンプが起動する恐れがありますので注意してください。
※ポンプの点検時は、必ずSCスイッチ（制御回路スイッチ）を「切」に
　してから実施してください。

緊急遮断弁システムの動作フロー

緊急遮断弁システムを設置しない場合 緊急遮断弁システムを設置した場合

給水

排
水

排
水

給水

溢
水

溢
水

定水位弁

出水 出水

緊急遮断弁

一次電源

警報出力等

定水位弁

緊急遮断システム
制御盤

　

破損破損

制御機器
〈緊急遮断弁システム  きんしゃべんOS型〉
地震災害時に「生命の水」を守る。セキスイの外付け型緊急遮断弁
受水槽や高置水槽の出水口に緊急遮断弁を設けることで、地震発生
時に緊急遮断弁の弁体が自動的に閉まり、槽内の「水」の流出を防
止します。復帰に際しては、安全を確認の上、制御盤表面の地震感
知器リセットスイッチで自動復帰できます。

地震発生

地震発生（全水平加速度：200gal 以上）
  
地震感知器が動作し、表示ランプ（橙）が点灯します。
・（ポンプ運転停止信号出力（給水・揚水ポンプ））
・（外部警報出力）

緊急遮断弁が同時に動作し「閉」の状態になります。
・緊急遮断弁動作の表示ランプ点灯（赤）

水槽からの給水が停止します。

地震感知器のスイッチをリセットし通常モードにする。
・（ポンプ運転停止指令出力解除（給水・揚水ポンプ）） 
・（外部警報解除）

緊急遮断弁が同時に動作し「開」の状態になります。
・緊急遮断弁動作の表示ランプ消灯（赤）

水槽からの給水が可能になります。
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4

5

6

7

緊急遮断弁〈閉〉制御盤

感知器作動
給水ポンプ〈停止〉地震発生

水平加速度：200gal 以上
震度5程度

●地震発生時に自動的に出水口を閉止。
●内蔵されている感震器の感知レベル
　を変更可能。
●バックアップ電源搭載により停電時
　でも作動。
●ポンプインターロックにより停止や
　外部警報発信。

●外形寸法図

口  径 対  応
基  数 W H D
1・2基50～200A 500 430 222

寸法（mm）

W

D

H

注意：3・4基用は別途お問い合わせください。
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